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第一回 伝統武術表演交流大会 開催趣旨

　まず、日中国交正常化 45 周年の記念すべき年に、多くの武術家の御協力を得ることが

でき、大会を開催できますのは、無上の喜びとするところです。

　ご支援・ご協力を賜った多くの方々に、御礼申し上げます。

　今回の交流大会には重要な目的と深い意義があると考えています。

　各種の伝統武術の表演試合と模範演武を通し、可能な限り各種武術文化を示し、武術文

化の相互理解を更に進め、人々の国際間の往来と友好を強化し、よりすばらしい未来を築

き上げる礎にしたいと考えるからです。

　それには一に、武術に興味を持ち、学びたいと考えている方々に、このすばらしい武術

とその演武に触れる機会をできるだけ多く提供すること。

　二に、各々の武術関係者の優れた武術を社会全体に向け、発信する機会・場所を、

Real/Virtual 問わず、多様な方法を用いて、提供すること。

　三に、各々の武術関係者間の交流を促進し、深化するお手伝いをすること。

　四に、武術を学び・修行する方々のやりがい・喜びとなる、成果発表の機会と、武林の

友との楽しい語らいの場を提供し、門派及び国の異なる武術間の相互尊敬・相互信頼に寄

与し、武術に対する熱意と理解を高めて戴くお手伝いをすること。

　具体的には、

　1) 武術に触れる機会であると共に、武術の良さを表現・紹介・アピールする機会であり、

　　発表の場でもある『大会をできるだけ多く提供する』こと。その為に、自団体の大会

　　開催だけでなく、他の団体が開催する大会の運営に積極的に協力すること。

　2) 武術について触れ、学ぶ場である『講習会をできるだけ多く開催する』こと。

　3) 武術について発信したい方に対して、動画撮影から各種の発信方法について、

　　『情報発信のお手伝いをする』こと。

を、実践していく事だと考えています。

　今日、多くの方々のご理解と労苦のおかげをもちまして、「第一回 伝統武術表演交流大

会」を開催できる運びとなりました。

　これを第一歩として、武術に携わる人々、及び興味をもつ方々のお役にたてるよう、「日

中精武会連盟」は活動してまいる所存です。
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大会式辞
　第一回伝統武術表演交流大会をここに開催できることを心より光栄に思っております。

３年前に「中国伝統武術界を盛り上げること」を目的として「日中精武会連盟」を同じ志

をもつ方々と設立し、門派を超えた伝統武術合同講習会を開催する等の活動をしてまいり

ました。この度一般社団法人として新たな門出を迎えるにあたり、益々の伝統武術の発展

と交流図るため、このような大会を開催する運びとなりました。

　今回はその趣旨に賛同するたくさんの方々が参加してくださいます。皆様と思いを一つ

にし、活動できることは私たちの大きな勇気と希望になります。

　皆さんの健闘をお祈りするとともに、この大会が成功し伝統武術の発展と交流の大きな

一歩になることを祈念いたします。

　本日は本当にありがとうございます。

常松勝 (日中精武会連盟：会長）



運営委員会からのご挨拶

　「武林を盛り上げる事」を目的として、日中精武会連盟が発

足して３年。

　第一の目標にしていた「交流大会」を開催することができ

ました。

　周りを見廻してみて下さい。

・貴方と同じで、武術が好きな方

・貴方がどのような武術を学んでいるのか、興味がある方

・武術を学ぶ貴方をリスペクトする方

・貴方の学ぶ武術をリスペクトする方

・貴方の師事する老師をリスペクトする方

という、相互尊敬・相互信頼という関係を構築できる「武林

の友」が、ここには集結しています。

　「武林が盛り上がる」とは、何より武術を実践されている皆

さんが、より充実した日々を送られることであると考えます。

　本大会を楽しんで戴くと共に、大会が相互尊敬・相互信頼

できる「武林の友」を増やし、武術をより好きになる一助と

なれる事を、運営委員会一同祈念しております。

参加団体（順不同）

　日中武術交流協会 ／ 華夏伝統武功協会 ／ 

　中国気功・武術協会 ／ 長春八極拳伝習会 ／

　中国伝統武功協会 ／ 日中伝統武術協会 ／

　茂齋老架太極拳協會 ／ 龍飛会 ／ 国際崆峒派武術協会 ／

　鄧兵中国武術会 ／ 散打友好協会 ／ 三宗内家拳 ／

　中国養生法普及会 ／ 掬華太極拳練会 ／ 八極拳研究会 ／ 

　日中健康文化協會 ／ やわらぎ会 ／ 短兵研究会 ／

　鵬程太极拳 ／ 全民太極拳 ／ 中國武術・虎武門 ／

　驪龍練武堂 ／ 東京陳氏太極拳研究会 ／ 

　蒲田サンボアカデミー ／ 西安紅拳研究會
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常松 勝 老師（日中武術交流協会）
1945年中国大連生まれ、いわゆる残留孤児として育
つ。7歳より秘宗拳大師、趙風亭老師に入門。18歳か
らは、「燕北大侠」修剣痴老師の一番弟子である于
少亭老師に拝師し通背拳を学ぶ。1978年、日本に帰
国。武術を通して日本と中国の相互理解と友好を深
める為に「日中武術交流協会」を設立。嶺南精武体
育会総会栄誉顧問、大連市武術協会名誉主席、国際
級武術審判員。著書＆DVD『中国伝統 通背拳』『中
国伝統 秘宗拳』『祁式通背拳 技撃・散手入門』。

劉 品正 老師（華夏伝統武功協会）
蟷螂拳(七星蟷螂派)、遼寧省の瀋陽において奉天三
老と呼ばれる3人の武術家全員から武芸を親授された
干伯謙が集大成した翻子戳脚、中国四大名剣の一つ
として有名であり、王慶斎師傳が学んだ古伝のまま
現代に伝えられた青澕剣を修める。現在、蟷螂拳、
翻子拳、戳脚、青澕剣などを含む伝統武術を指導。
また、蟷螂拳と太極拳を融合させて老師自らが作り
上げた易筋蟷螂太極拳を発表している。

李 志明 老師（中国気功・武術協会）
武術家。北京体育大学、広州体育大学卒、中国武
術、気功理論を専攻。中華人民共和国体育「運動賞
章証者」を受賞する。中国全国武術大会「男子伝統
項チャンピオン。中国全国武術大会「散手」卜一ナ
メント75キロ級優勝。中国全国第一回“武術論文大
会”において榮誉証書を受賞する。中国国家級武術
審判員。

李 英 老師（長春八極拳伝習会）
中国・長春生まれ。日本人の母と中国人の父の間に
生まれる。16歳より「東北八極拳の雄」譚吉堂老師
より八極拳を学ぶ。1979年、日本に帰国。八極拳の
指導をはじめる。また1983年より李書文系八極拳の
伝承者張世忠老師の依頼により、八極拳研究会で指
導。現在も東京で八極拳の普及に努めている。DVD
『長春八極拳の全て』(全３巻）。

主要出演者紹介
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劉 湘穗 老師（中国伝統武功協会)
幼少より祖父の劉星健より洪家拳、先天功などの家
伝の武術を学ぶ。後に多くの老名拳師に師事し、内
家拳、南拳、北少林拳等多くの武術の研鎖に励み、
広東省、広州市の多くの大会で優勝経験を持つ。広
州市武術協会理事、広州市武術館教練を経て、現在
は中国伝統武功協会会長として、中国伝統武術の普
及及び後進の育成に努めている。Video『黄飛鴻正伝 
正宗洪家拳』(全３巻）。

趙 玉祥 老師（日中伝統武術協会）
中国遼寧省生まれ。山西派車氏形意門第三代伝人・
王喜亮老師より、伝統的な形意拳、八卦掌、太極拳
等の伝承を受け継ぎ、さらに各地の著名な武術家を
訪ねて技芸向上を重ねる。山西派布氏形意門伝人・
布秉全老師の道統も受け継ぐ中国伝統武術家。中国
武術八段。中国国家一級武術裁判。中国国家一級武
術教練。現在茨城県に在住。著書＆DVD『形意拳の真
髄』『中国伝統武器術』など。

楊 慧泉 老師（茂齋老架太極拳協會）
中国遼寧省生まれ、茂齋老架太極拳第三代伝人・鄭
玉慶老師より、古来の格闘技太極拳の伝承を受け継
ぎ、現在は日本武道太極拳連合会会長として、中国
伝統武術と中華文化の普及・発揚に努めている。江
西理工大学武術協会基金会副会長、大連市武術協会
会員、大連理工大学茂斎老架太極拳社駐日代表。

李 徳芳 老師（龍飛会）
幼少より父である李天驥（中国１０大武術名師の１
人）について武術を学ぶ。北京師範大学体育学部卒
業、同大学の講師となる。1988年に来日。以来、現
在に至るまで、（財）日中友好会館・日中健康セン
ター、日中太極拳交流協会において太極拳を指導。
著書＆DVD『美しい太極扇入門』『規定楊式太極拳入
門』など多数。

主要出演者紹介
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花　舞影　老師（国際崆峒派武術協会）
東京生まれ。父は外交官。1981年、太極拳団体の一
員として訪中、上海、陳家溝などで研修を受ける。
1987年、広州で燕飛霞老師及び崆峒派武術に出会
い、深い感銘をうけ、1990年燕老師と結婚、東京に
移住した老師とともに崆峒派武術の指導を始める。
燕老師より崆峒派花架拳門の全20套路を伝授され、
1999年11月花架拳門掌門人に任命される。2005年燕
飛霞老師の遺志を継ぎ第十一代掌派人となる。

鄧 兵 老師（鄧兵中国武術会）
1964年中国湖北省生まれ。８歳より魏明老師に師事
し、中国武術を学ぶ。14歳で湖北省体育運動委員会
にスカウトされ、プロの武術チームに参加。武漢
体育大学で中国武術理論を専攻。1985年中華人民共
和国体育運動委員会最高の称号「武英級」を獲得。
1985年から1988年に「国家体育運動奨章」を四度連
続受賞、1988年の「全中国武術大会」で優勝を飾
る。中国の歴代武道家が名を連ねる「中国当代武術
家辞典」にも名前が掲載されている。

主要出演者紹介
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主要出演者紹介

河田 秀志 老師
        （散打友好協会・三宗内家拳）
1957年生。蘇東成より内家三拳を、何福生より形意
拳と太極拳を、徐文忠より心意六合拳を学ぶ。三宗
内家拳代表，散打友好協会/日中精武会連盟/日本散
手友好協会/日中技剣器械協会：事務局長。散打大会
を日本最多開催．著書『内家拳の組立手順書』(エン
ジニアリング・ツールによる武術指導），大会・技
術交流会を多数開催している。

川島 一茂 老師（中國武術・虎武門）
洪家拳を始めに、各種中国武術を学ぶ。第9回拳杯虎
タイガー級優勝、民國九十五年獅子盃第二屆全國散
打搏撃錦標賽 組75公斤級榮獲 第一名、民國九十五
年第二屆散打搏撃冠軍争覇賽 2006第二屆台湾散打搏
撃拳王争覇賽 男子組 中量級 榮獲 争覇優勝、台湾
プロ散打 戦績4戦2勝1敗1分、国内でもキック及び
シュートボクシングに参戦。実践経験実績共に特筆
すべき存在。

梅木 尚利 老師（驪龍練武堂）
1975年生。千葉県在住。15才より空手を始め、その
後少林寺拳法などの武道・武術を学ぶ。20才頃よ
り中国武術を始め、2008年より中国山東省にある貝
蒙特武館の王経洲館長や嬌海娟教練などより七星螳
螂拳等の指導を受け、本格的に中国武術の練習を開
始。2010年に山東省伝統武術演武大会にて第１位獲
得など、その他国内外で散打や表演の大会にて上位
入賞。現在は主に千葉県内で指導している。

瀬戸 信介 老師（鄧兵中国武術会）
1975年生。中国武術(蟷螂拳、翻子拳、太極拳、八卦
掌、形意拳、長拳など)。巌流島(「リアル天下一武
道会」がコンセプトの異種格闘技試合)の試合に出場
中。俳優。
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江澤 一雅 老師
　　　　　　（東京陳氏太極拳研究会）
東京都葛飾区出身、埼玉県狭山市在住。
1976年日本太極拳協会入会。1977年より合気道西尾
昭二師範に師事。1979年同協会第4次学習訪中団で、
雷慕尼老師に出逢い、以後陳氏太極拳を学ぶ。
1983年より馮志強老師に陳式太極拳と気功法を、
1984年ハルピンにて王喜亮老師より形意拳、八卦掌
を学ぶ。2010年より趙玉祥老師に学び、2016年拜
師。中華武術陸段、壹級国際教練。

金子 和人 老師
　　　　　　（東京陳氏太極拳研究会）
長野県生まれ。東京在住。 少林寺拳法本部第302期
生。少林寺拳法の修行の一環で中国武術の研究を始
める。 1980年代に江澤一雅師兄の紹介で北京で　陳
発科公の高弟　雷慕尼老師に陳氏太極拳を学ぶ。 雷
老師没後は　馮志強老師に学ぶ。 その後温県にて　
王西安老師、陳春愛老師に推手技法、器械を学ぶ。 
現在は都下で指導している。

森田 真 老師 （八極拳研究会）
1981年、全日本中国拳法連盟で特別講師として八極拳を

指導されていた張世忠老師より八極拳を学ぶ。張老師が

銀座で中華料理店を経営しているという噂を耳にすると

その店を探し始め、銀座の街を尋ね歩くこと３ヶ月、つ

いに張老師と再会を果たし再び八極拳を習い始め、その

後、噂を聞いて次々と人が集まるようになり1984年正式

に「八極拳研究会」として発足し現在に至る。

山下 和紀 老師
　　　　（蒲田サンボアカデミー）
東京生まれ，スポーツチャンバラ神奈川県理事
籐平光一先生に心身統一合気道を，田村勝家先生に
護身道を、ビクトル古賀にサンボを学ぶ。
第六回、第十回玄気道空手逮捕術の部優勝
第22回、26回世界スポーツチャンバラ選手権大会
準優勝。第八回東日本サンボ選手権大会82kg級優
勝。第一回全日本サンボ選手権大会マスターズ
82kg級優勝。護身小太刀道七段、護身棒道四段
銃剣道四段、短剣道四段他

主要出演者紹介
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● 9:30 ～　特別講習会・体験会
時間 会場 A 会場Ｂ

9:30 ～ 撃剣 (河田秀志老師 ) 蟷螂拳 (劉品正老師 )

10:30 ～ 推手 (楊慧泉老師 ) 通背拳 (常松勝老師 )

11:30 ～ 八極拳 (李英老師 )  南拳 (劉湘穗老師 )
 

● 14:00 ～　交流表演大会：集体表演 Part-1
No. 団体名 演目名

1 龍飛会 簡化 24 式太極拳

2 中国養生法普及会 たたき棒表演

3 中国伝統武功協会 簡化 24 式太極拳

4 掬華太極拳練会 秘宗刀

5 日中武術交流協会 ･小岩支部 常松養身功

6 中国伝統武功協会 集体南拳

特別演武：撃剣 Soft 模範試合（山下和紀×梅木尚利）
 

● 14:30 ～　開会式

● 15:00 ～　交流表演大会：集体表演 Part-2
No. 団体名 演目名

7 中国伝統武功協会 42 式太極拳

8 中国伝統武功協会 楊式 30 式太極拳

9 全民太極拳会 太極拳

10 中国伝統武功協会 48 式太極拳

11 国際崆峒派武術協会 梅花扇

12 鵬程太极拳 楊氏太极扇 36 式

特別演武：撃剣 Hard 模範試合（山下和紀×梅木尚利）
 

● 16:00 ～　交流表演大会：個人表演
No. 団体名 演目名 演者名

1 日中健康文化協會 少林拳 邵麗君

2 中国伝統武功協会 洪家拳工字伏虎拳 志村裕司

3 八極拳研究会 河北省国術館劈掛掌 藤原武尊

4 中国伝統武功協会 洪家拳工字伏虎拳 石井明雄

5 華夏伝統武功協会 戳脚 (1 ～ 2 路 ) 齋藤裕太

6 中国伝統武功協会 虎鶴双形拳 志村裕司

7 八極拳研究会 八極小架 門脇正史

8 中国伝統武功協会 虎鶴双形拳 石井明雄

9 やわらぎ会 武扇 小笠原加弥子

10 国際崆峒派武術協会 燕青架 内山典子

11 中国伝統武功協会 扇子功 志知儀泰

12 華夏伝統武功協会 羅漢拳 (蟷螂拳 ) 滝沢秀一

13 中国伝統武功協会 扇子功 池上美智子

14 八極拳研究会 八極拳 戸澤貴之

15 中国伝統武功協会 扇子功 石川みき

タイムテーブル
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No. 団体名 演目名 演者名

16 中国武術 ･気功協会 比※棍術　※ウカンムリに西 東幸彦

17 国際崆峒派武術協会 五鬼奪魂刀 山本浩司

18 中国伝統武功協会 龍形剣 志知儀泰

19 日中武術交流協会 翻子拳 高瑞卿

20 中国伝統武功協会 龍形剣 池上美智子

21 長春八極拳伝習会 八極拳 島田勉

22 中国伝統武功協会 龍形剣 石川みき

23 短兵研究会 通備八極拳 土屋雅秀

24 国際崆峒派武術協会 実戦剣 内山典子

25 中国伝統武功協会 洪家伏虎拳 池上美智子

26 日中武術交流協会 通背拳 清宮正志

27 国際崆峒派武術協会 花架剣 古川恵子

28 中国伝統武功協会 七星蟷螂拳 志知儀泰

29 国際崆峒派武術協会 飛龍南拳 山本浩司

30 中国伝統武功協会 南拳 石井明雄

31 華夏伝統武功協会 崩歩拳 (蟷螂拳 ) 十時淳一
 

● 17:00 ～　模範演武
No. 団体名 演目名 演者名

1 三宗内家拳 龍形八卦掌 河田秀志老師

2 日中武術交流協会 三十六手 新井亘老師

3 驪龍練武堂 七星螳螂拳螳螂剣 (双手剣 ) 梅木尚利老師

4 中国武術 ･虎武門 虎鶴双形拳 川島一茂老師

5 鄧兵中国武術会 蟷螂拳 瀬戸信介老師

6 日中武術交流協会 通背槍 清宮正志老師

7 東京陳氏太極拳研究会 陳氏太極剣 金子和人老師

8 八極拳研究会 二十六式 森田真老師

9 東京陳氏太極拳研究会 陳式太極拳 33 式雷慕尼編 江澤一雅老師

10 陝西紅拳文化研究會 紅拳鶴掌 顧金祥老師

11 陳式太極拳忽雷架 太極劍 廖峰老師

12 中国伝統武功協会 洪家拳 劉湘穗老師

13 華夏伝統武功協会 狼牙槊 劉品正老師

14 茂齋老架太極拳協會 祁門剣 楊慧泉老師

15 鄧兵中国武術会 双剣 鄧兵老師

16 国際崆峒派武術協会 双扇 花舞影老師

17 中国気功・武術協会 刀里加鞭 李志明老師

18 長春八極拳伝習会 長春八極拳 李英老師

19 日中伝統武術協会 形意拳 趙玉祥老師

タイムテーブル
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第１回　伝統武術表演交流大会
２０１７年５月４日 ( 木：みどりの日 )
於：中央区立総合スポーツセンター・メインアリーナ
主催：一般社団法人 日中精武会連盟 ／ 散打友好協会
主管：日中武術交流協会 ／ 散打友好協会
日中精武会連盟事務局
　〒 143-0012　東京都大田区大森東 1-23-23 　
　Tel	 ：03-3768-2349 ／ 090-6143-2350
　Mail	：nicchuuseibukai@gmail.com
　Web サイト	 http://www.nicchuu.net 【準備中】
　Facebook：https://www.facebook.com/DongjingJingwuTiyuhui

大会組織

主　催　者 日中精武会連盟，散打友好協会

後　援　者

在日中国大使館、日中友好協会、日本武術太極拳連盟、

日中商報、日中武術交流協会、華夏伝統武功協会、

中国伝統武功協会、中国気功・武術協会、日本散手友好協会、

日中技剣器械協会、三宗内家拳、散打友好協会、

名　誉　顧　問 徐才（元中國武術協會主席，元アジア武術協会会長）

大　会　主　席 常松勝（日中武術交流協会代表）

運営委員会委員長 劉品正（華夏伝統武功協会代表）

運営委員会副委員長 河田秀志（三宗内家拳/散打友好協会代表）

運営委員会委員

趙玉祥（日中伝統武術協会）楊慧泉（茂齋老架太極拳協会）、

李志明（中国気功・武術協会）、李英（長春八極拳伝習会）、

李徳芳（龍飛会）、劉湘穗(中国伝統武功協会代表)、

鄧兵（鄧兵武術会）、花舞影（国際崆峒派武術協会）、

各務和男（全日本禅気功連盟）

組織委員会委員長 劉湘穗(中国伝統武功協会代表)

組織委員会副委員長 河田秀志（散打友好協会事務局長）

組織委員会委員

清宮正志、大久保真澄、新井亘、近藤定夫、阿形博志、

十時淳一、滝沢秀一、斎藤裕太、石井明雄、志知儀泰、森一修、

池上美智子、中山祐子、堀内一昭

監査委員会
主　任：常松勝

副主任：劉品正、楊慧泉、趙玉祥、李志明、李英、李徳芳、

審 判 長 李志明
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